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みんなで食品ロスをゼロへ

食べ残さずに持ち帰る
新しいネーミングと
パッケージを
募集します。

パッケージデザインの部への応募ネーミングの部への応募

Newドギーバッグ アイデアコンテスト スタート!!

2020.08.16 まで

食べ残さずに ドギーバッグ等に入れて 持ち帰るアクション「〇〇」

食品ロスは日本の課題でもありますが、

世界の課題でもあります。

今、日本は約600万トンという食品ロスを年間で生んでいます。

一方で日本の食料自給率は約37％と極めて低くなっています。

つまり、食料自給率は低い、海外からはこれだけ輸入をしている、

それでいて食料を大量に捨てている。

こういった現状をなんとか変えていくためにも皆さんの力を貸してください。

皆さんからのいいアイデアで、

このNewドギーバッグアイデアコンテストが

実りあるものになることを期待しています。



■応募作品について

パッケージデザインアイデア部門の作品は、今後、持ち帰りの促進に取組む地方公

共団体や食品関連事業者等の参考となるよう、主催省庁及びドギーバッグ普及委

員会のHPにおいて掲載させていただく場合があります。

■受賞後の取組

・ 主催省庁およびドギーバッグ普及委員会のHPへの掲載、

　関係省庁において実施する普及啓発事業における活用等を予定

・ その他、地方公共団体や協賛事業者等が行う

　各種イベント等で活用することを想定

パッケージ
デザインの部

Newドギーバッグ
アイデアコンテスト実施要綱

食品ロスポータルサイト内　特設サイトから応募  http://www.env.go.jp/recycle/foodloss/contest.html

「ドギーバッグ」は家で待つ飼い犬のため（と言い訳をして）
持ち帰るということに由来するといわれています。
せっかく提供された料理を、食べきることができなかった時に、自分や
家族のために持ち帰って、食品ロス削減につなげていきたい。そのアク
ションを推進するためのアイデアを以下、2つの部門で募集します。

ネーミングの部

「食べ残しを持ち帰る」という
気持ちや行動をわかりやすく伝えるための
オリジナルのネーミングを募集します。
誰もがわかりやすい、言いやすい。
新しい食の文化をイメージさせる
アイデアをお待ちしています。

実際に飲食店で食べきることができなかった
料理を持ち帰る容器のオリジナルデザインを
募集します。思わず使いたくなる魅力的な
デザインに加え機能性、衛生面に優れた
アイデアをお待ちしています。

※複数案応募も可
A. 容器デザイン
(形状や素材を含めた新しいデザイン容器のアイデア)

B. 絵柄デザイン
HPより図面をダウンロードしてください

子供の部｜中学生以下
株式会社バンダイが運営するワンダースクールHPにて受付中！




